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ダイレクト納付 

ダイレクト納付とは．．． 

事前に税務署に届出等をしておくと、電子申告等または納付情報を登録した後に、届出をし

た預貯金口座からの振替により期日を指定して納付することができます。 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/index.htm 
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１．ダイレクト納付の準備 

ダイレクト納付を利用するためには、顧問先で次の①②の準備が必要です。 

①ダイレクト納付のサービスを提供する金融機関に口座の準備 

利用可能な金融機関は、下記でご確認ください。 

国税庁ホームページ「利用可能金融機関一覧」： 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/kinyu.htm 

②ダイレクト納付の利用届出書を税務署へ提出 

提出後、利用可能になるまで１ヵ月程度かかります。 

国税庁ホームページ「ダイレクト納付の手続」から、出力できます。 

税務署に持参または送付してください。（紙での提出になります。） 

国税庁ホームページ「ダイレクト納付(e-Tax による口座振替)の手続」： 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/index.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顧問先が『ダイレクト納付利用届出書』を提出すると、顧問先のメッセージボックスの受信通知に、

“ダイレクト納付登録完了通知”が届きます。 

“ダイレクト納付登録完了通知”は、「絞り込み」で“すべて”を選択すると確認できます。 

 

 

 

 

 

受信通知が届いたら、ダイレクト納付がおこなえます。 

『ダイレクト納付の利用届出書』に、利用

する金融機関の記載が必要です。 
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２．ダイレクト納付の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ダイレクト納付 

⑧メッセージの受信（ダイレクト納付手続き完了） 

①金融機関の口座の準備 

②『ダイレクト納付利用届出書』の提出 

③メッセージの受信 

（ダイレクト納付登録完了） 

 

会 計 事 務 所 顧 問 先（納 税 者） 

「顧問先」のメッセージボックスに、 
“ダイレクト納付登録完了通知”が届
きます。 

④電子申告データの作成 

⑤電子申告データの送信（申告） 

⑥メッセージの受信（申告完了） 

顧問先から“ダイレクト納付登録完了”の

連絡をもらいます。 

 

ダイレクト納付をおこなうと、「会計事務所」「顧問先」のメッセージボックスの「メッセージ
内容」が更新されます。 
すぐに納付した場合･･･“引き落とし処理中です。” 
納付日を指定して納付した場合…“指定した期日に登録口座から引き落としを行います。” 
 

“納付してください。”

「会計事務所」「顧問先」のメッセージボックスに、
「納付情報登録依頼」の受信通知が届きます。 
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３．申告後、すぐに納付する場合 

 

 

 

 

 

①電子申告データ送信後、メッセージボックスに届いた「手続き名」が“納付情報登録依頼”の受

信通知を選択し、［Ｆ９：ダイレクト納付］を選択します。 

グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『34．メッセージボックス』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※納付書を電子申告した場合は、“納付情報登録依頼”が届きません。納付書（所得税徴収高計

算書）の受信通知を選択し、［Ｆ９：ダイレクト納付］を選択します。 

 

 

 

 

“納付してください。” 

・引き落としをおこなう口座（届出をおこなっている口座）に、「納付金額」があることを確認

してから、ダイレクト納付をおこなってください。 

・ダイレクト納付は、ｅ－Ｔａｘの利用可能な時間で、各金融機関がオンラインサービス提供時

間におこなえます。 

ｅ－Ｔａｘの利用可能時間は、下記で確認できます。 

https://www.e-tax.nta.go.jp/info_center/index.htm 
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②【電子納税】の「納付指示」で“今すぐ納付”を選択し、［送信］を選択します。 

※ダイレクト納付で利用する預貯金口座が複数ある場合は、引き落とし口座を選択後、［送信］

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③メッセージボックスの「選択のメッセージ内容」が更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④納付(引き落としが完了)すると、メッセージボックスの「選択のメッセージ内容」が更新されます。 

 

 

 

 
 

※また、メッセージボックスには、「ダイレクト納付完了通知」も届きます。 

 

“引き落とし処理中です。” 
（ダイレクト納付手続き完了） 

「会計事務所」「顧問先」の
両方に届きます。 

『ダイレクト納付指示確
認書』が印刷できます。 

（Ｐ．６ 参照） 

“引き落としが完了しました。” 
（引き落とし完了） 
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※『ダイレクト納付指示確認書』の印刷 

【電子納税】で［印刷］を選択すると、『ダイレクト納付指示確認書』が出力できます。 
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４．申告後、納付日を指定して納付する場合（納付予約） 

①電子申告データ送信後、メッセージボックスに届いた「手続き名」が“納付情報登録依頼”の受

信通知を選択し、［Ｆ９：ダイレクト納付］を選択します。 

グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『34．メッセージボックス』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※納付書を電子申告した場合は、Ｐ．４をご確認ください。 

②【電子納税】の「納付指示」で“納付日を指定”を選択し「納付日」を入力して、［送信］を選

択します。 

※ダイレクト納付で利用する預貯金口座が複数ある場合は、引き落とし口座を選択後、［送信］

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“納付してください” 

『ダイレクト納付指示確
認書』が印刷できます。 

（Ｐ．６ 参照） 
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③メッセージボックスの「選択のメッセージ内容」が更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④納付（引き落としが完了）すると、メッセージボックスの「選択のメッセージ内容」が更新され

ます。 

 

 

 

 

 

 

※また、メッセージボックスには、「ダイレクト納付完了通知」も届きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会計事務所」「顧問先」の両方に届きます。 

“ダイレクト納付を受け付けま
した。指定した期日に登録口座
から引き落としを行います。” 
（ダイレクト納付手続き完了） 

Ｐｏｉｎｔ 
納付日を指定してダイレクト納付をおこなった場合は、納付の取り消しや、納付日の変

更がおこなえます。（Ｐ．９ 参照） 

 

Ｐ．７②で指定した「納付日」の前日までに、引き落としをおこなう口座（届出をおこ

なっている口座）に、「納付金額」を準備してください。 

“引き落としが完了しました。” 
（引き落とし完了） 
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５．ダイレクト納付の取り消し（変更） 

「納付日」を指定してダイレクト納付をおこない、まだ口座から引き落としがされていない場合は、

ダイレクト納付の取り消しがおこなえます。納付の取り消しは、｢納付指定日｣の前日までおこなえ

ます。 

次の場合も、一旦ダイレクト納付を取り消してから、再度ダイレクト納付をおこなってください。 

・ダイレクト納付を「納付日」を指定しておこなったが、「納付日」を変更したい場合 

・ダイレクト納付を「納付日」を指定しておこなったが、口座からの引き落とし前に申告内容の誤

りに気がついたので、再度、電子申告データを送信したため、納付金額が変更になった場合 

（Ｐ．１０ 参照） 

①「納付日」の送信後、メッセージボックスに届いた「手続き名」が“納付情報登録依頼”の受信

通知を選択し、［Ｆ９：ダイレクト納付］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【電子納税】が表示されますので、「納付指示」で“納付日を取消”を選択（）して、［送信］

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他の納付日を指定する場合は、「４．
申告後、納付日を指定して納付する
場合（納付予約）」（Ｐ．７ 参照）を
おこなってください。 

“ダイレクト納付を受け付けました。指定した期
日に登録口座から引き落としを行います。” 
（ダイレクト納付手続き完了） 
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６．ダイレクト納付後に、「納付金額」に変更があった場合 

ダイレクト納付をおこなった後で、申告結果に誤りがあったため、再度電子申告データを送信した

場合は、口座からの引き落としが完了しているか、していないかにより、おこなう処理が異なりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納付期限内に差額分の納付が必要です。 

差額分の納付は、『納税情報登録依頼処理』でおこないます。 

グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『43．納付情報登録依頼』 

訂正した後の納付金額が、前回の納付金額より多い場合におこないます。 

（Ｐ．１１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※訂正した後の納付金額が、前回の納付金額より少ない場合は、税務署へ対応を確認して

ください。 

①指定している納付日を取り消します。（Ｐ．９ 参照） 

②再送信した申告データに対して、ダイレクト納付をおこ

ないます。（Ｐ．４・Ｐ．７ 参照） 

はい 

いいえ 

前回送信した申告データに対してダイレクト納付をおこない、 

すでに納付額を口座から引き落とし済み？  

（例） 

３月１日に｢納める税金｣が“１００，０００”で所得税及び復興特別所得税の電子申告を

おこない、３月５日に納付（指定口座からの引き落とし）をおこなったが、３月１２日に

申告書を訂正し、｢納める税金｣が“１５０，０００”に増えたため、“５０，０００”の納

付が必要になった 

所得税の申告期限：３月１５日 

（誤）３月１日申告済 

 

 

 

（正） 

 

 

 

申告データの再送付 

正しい申告データを再度送付します。 
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グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『43．納付情報登録依頼』 

訂正した後の納付金額が前回の納付金額より多い場合に、差額分の金額を納付します。 

 

 

 

 

①各項目を入力し、［Ｆ１０：送信］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

【納付情報登録依頼】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐｏｉｎｔ 
差額分の納付額は、“本税”に入力します。 

 

 

差額分の納付を、ダイレクト納付でおこなうことができます。初回の申告時同様、“すぐに納

付”“納付日を指定して納付”を選択して、ダイレクト納付がおこなえます。 

引き落とし日の前日までに、引き落としをおこなう口座（届出をおこなっている口座）に、納

付する金額を準備してください。 

Ｐ．１０の（例）の場合は、次のように
入力します。 
税目：“申告所得税及び復興特別所得税”

を選択 
申告区分：“確定申告”を選択 

※『納付情報登録依頼』の送信が２回
目以降の場合は“その他”を選択 

本 税：差額“５０，０００”を入力 
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②メッセージボックスに“受付完了”の受信通知が届きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※［Ｆ９：ダイレクト納付］を選択すると、初回の申告時同様、【電子納税】が表示され、差額の

納付金額を、ダイレクト納付がおこなえます。操作方法は、Ｐ．４、Ｐ．７と同様です。 

ダイレクト納付をおこなうと、メッセージボックスの「選択のメッセージ内容」が更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“受け付けました。” 

「手続き名」が“納付情報登録依頼”
の受信通知が届きます。 

ダイレクト納付をおこなうと、「会計事務所」「顧問先」のメッセージボックスの「選択のメッ
セージ内容」が更新されます。 
すぐに納付した場合･･･“引き落とし処理中です。” 
納付日を指定して納付した場合･･･“指定した期日に登録口座から引き落としを行います。” 
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７．準確定申告のダイレクト納付 

準確定申告の場合は、グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『43．納付情報登録依頼』でダ

イレクト納付をおこないます。 

「利用者識別番号」には、相続人の利用者識別番号 

「住所（所在地）」には、被相続人と相続人の住所 

「氏名又は名称」には、被相続人と相続人の氏名 

を入力して、『43．納付情報登録依頼』をおこないます。 

＜準備＞ 
ダイレクト納付をおこなう相続人の「国税ダイレクト方式電子納税依頼書兼国税ダイレクト方式

電子納税届出書」を税務署へ書面で提出してください。 

国税庁ホームページ：［手続名］ダイレクト納付の手続 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/index.htm 

グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『43．納付情報登録依頼』 

➊「税目」で“申告所得税及復興特別所得税”、「申告区分」で“その他”を選択します。 

その場合、「相続人代表者の氏名等を設定する」（初期値：チェックあり）が表示されます。 

➋納付する金額を「本税」に入力して、［Ｆ１０：送信］を選択してください。 

メッセージボックスに受信通知が届き、ダイレクト納付がおこなえます。（Ｐ．１４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択（✓）すると、「利用者識別番号」「住所（所在地）」
「氏名又は名称」には、『ｅ-ＰＡＰ確定申告』の『11．申
告データ入力』の【死亡した者の確定申告書付表（兼相続
人の代表者指定届出書）】の「相続人等の利用者識別番号」
「電子申告時の申告書第一表の氏名」「（１）住所」が表示
されます。 

『ｅ-ＰＡＰ確定申告』 

➋ 
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『【国税】メッセージボックス』（受信通知） 

『納付情報登録依頼』を送信すると、受信通知が届きます。 

［Ｆ９：ダイレクト納付］を選択すると、ダイレクト納付がおこなえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐｏｉｎｔ 相続人が複数いる場合 
相続人が複数おり、「代表相続人以外」のダイレクト納付をおこなう場合は、［Ｆ５：

上書切替］を選択して、ダイレクト納付をおこなう相続人の情報に訂正してください。 

【【国税】納付情報登録依頼】 
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８．自動ダイレクト納付 

（１）自動ダイレクト納付とは 

電子申告等データを送信する際に、必要事項にチェックするだけで、各申告手続の法定納期限当日

（法定納期限当日に申告手続をした場合は翌取引日）に自動的に口座引落しにより納付ができる、

便利なダイレクト納付の方法です。 

＜利用条件＞ 

・税理士と納税者間で委任関係を登録していること（代理申告の場合） 

・ダイレクト納付利用届出書を提出し、登録が完了していること 

・令和６年４月１日以降、法定納期限が到来する申告手続であること 

・法定納期限内に申告手続をすること 

＜利用可能額＞ 

法定納期限前日までに申告手続をおこなった場合は、各金融機関の利用可能額が上限となります。 

法定納期限当日に申告手続をおこなった場合は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

・国税庁ホームページ：自動ダイレクト  ※令和６年４月からの新機能 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/index.htm#jidoudirect 

・国税庁ホームページ：■自動ダイレクト対象手続（ＰＤＦ） 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/pdf/0024001-051_01.pdf 

※期限後申告、修正申告、準確定申告には対応していません。 

・国税庁リーフレット：令和６年４月から自動ダイレクト納付が始まります！（ＰＤＦ） 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/pdf/0024001-051.pdf 

・ｅ－Ｔａｘホームページ：「ダイレクト納付（e-Tax による口座振替）」についてよくある質問 

https://www.e-tax.nta.go.jp/toiawase/qaindex/yokuaru_direct.htm 

※Ｑ＆Ａが掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

法定納期限当日に手続きをする場合 納税額 

令和６年４月１日～令和８年３月３１日 １,０００万円以下 

令和８年４月１日～令和１０年３月３１日 ３,０００万円以下 

令和１０年４月１日以降 １億円以下 
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（２）注意事項 

グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『32．電子申告データ作成』からは、複数税目の自動

ダイレクト納付がおこなえません。 

 

 

 

 

 

※複数税目をまとめて自動ダイレクト納付する場合は、トップメニュー『26．電子申告（事前登録・

一括送信）』を選択し、グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『33．一括署名・一括送信』

からおこなってください。（Ｐ．２５ 参照） 
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（３）準備 

＜顧問先＞ 

①ダイレクト納付の口座登録が必要です。 

国税庁ホームページ：G-2-2 ダイレクト納付(ｅ-Ｔａｘによる口座振替)の手続［事前準備］ 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/index.htm#a01 

※ダイレクト納付（即日納付、期日指定して納付）と同様の手順です。（Ｐ．４、Ｐ．７ 参照） 

②ダイレクト納付の口座を複数登録している場合は、自動ダイレクト納付をおこなう口座を設定

します。 

納税者の利用者識別番号でログインし、受付システムでおこないます。 

※口座登録が１件の場合は、登録口座が自動ダイレクト設定の納付口座になります。 

 

 

 

 

 

● 自動ダイレクト納付をおこなう口座の選択 ● 

➊マイページの［還付・納税関係］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

➋ダイレクト納付欄の「自動ダイレクト設定」を確認します。 

基本口座を変更したい場合は、［自動ダイレクト設定を行う］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

➌ダイレクト納付をおこなう口座を選択して、［設定する］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

詳しい操作方法は、ｅ

－Ｔａｘのマニュアル

やヘルプで確認してく

ださい。 
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＜会計事務所＞ 

自動ダイレクト納付をおこなう場合は、グループメニュー内『01．国税 準備処理』⇒『62．委任

関係登録（申告お知らせ転送設定）』で、税理士と顧問先で委任関係の登録をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ダイレクト納付の口座登録が１件の場合は、委任関係を登録しなくても自動ダイレクト納付が

おこなえます。 

ただし、委任関係を設定していない場合は、自動ダイレクト納付をおこなう時に、引落口座の

情報が確認できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委任関係の設定方法は、 

電子申告ヘルプ目次［【国税】電子申告を知ろう］⇒［運用説明］ 

⇒【国税】委任関係登録（申告のお知らせ転送設定） 操作説明≫ 

で確認できます。 

「引落口座」に“設定済”と表示されます。 

委任関係を設定している場合 

引落口座の情報が表示されます。 
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（４）自動ダイレクト納付の指示（操作） 

①電子申告データ送信と一緒に、ダイレクト納付（自動ダイレクト納付）をおこなう税目（手続き）

を選択し、［Ｆ９：送信］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【国税庁 受付システムへのログイン】が表示された場合は、会計事務所の利用者識別番号でログ

インしてください。 
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③「自動ダイレクト」の“申告した納付額について、自動ダイレクトを利用し、選択した口座から

の引き落としにより納付する”を選択（✓）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④自動ダイレクト納付がおこなえる場合は、引落日等が表示されます。 

確認し［ＯＫ］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口座を変更したい場合に選択してください。 
ｅ－Ｔａｘで変更します。 
納税者（顧問先）の利用者識別番号でログインして、
ｅ－Ｔａｘソフトでおこなってください。 

（Ｐ．１７ 参照） 
※会計事務所の利用者識別番号でログインしている

場合は、［口座の選択・変更］は選択できません。 

相続税の電子申告をおこなう場合は、申告を
おこなう相続人分の自動ダイレクト情報が
確認できます。（Ｐ．２４ 参照） 

Ｐ．２３ 参照 

選択（✓）すると、自動ダイレクト納付
がおこなえるかをチェックします。 

自動ダイレクト納付がおこなえない場合
は、右の【エラーメッセージ】が表示さ
れます。 
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⑤メッセージが表示されます。内容を確認し、［はい］を選択します。 

［はい］を選択すると、電子申告データの送信とダイレクト納付の手続きがおこなえます。 

＜所得税・個人消費税・相続税・贈与税の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜所得税・個人消費税・相続税・贈与税以外の場合＞ 
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⑥メッセージボックスの受信通知（納付情報登録依頼）の「選択のメッセージ内容」を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦納付（引き落としが完了）すると、メッセージボックスの「選択のメッセージ内容」が更新され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※また、メッセージボックスには、「ダイレクト納付完了通知」も届きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“引き落としが完了しました。” 
（引き落とし完了） 

「会計事務所」「顧問先」の両方に届きます。 

Ｐｏｉｎｔ 
納付の取り消しや、納付日の変更をおこなうことができます。（Ｐ．９ 参照） 

 

“引き落としを行います。” 
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● 『自動ダイレクト確認書』の印刷 ● 

【自動ダイレクト・メッセージボックスフォルダ選択】（Ｐ．２０ 参照）で［印刷］を選択する

と、『電子申告自動ダイレクト確認書』が出力できます。 

引落日等が記載されているため、顧問先への自動ダイレクト納付を実施したことを連絡する時に

利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※『自動ダイレクト確認書』は、【電子申告完了報告書出力】から印刷することもできます。 
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● 相続税の場合：自動ダイレクト情報 ● 

相続税の電子申告をおこなう場合は、申告をおこなう相続人分の自動ダイレクト情報が確認でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相続人１人目 

相続人２人目 

下へスクロールすると、
２人目以降が確認でき
ます。 

「引落口座」は、委任関係を設定していない場合は、
銀行情報が表示されません。（Ｐ．１８ 参照） 
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９．自動ダイレクト納付：複数税目・複数顧問先を一括でおこなう場合 

グループメニュー内『02．国税 申告処理』⇒『33．一括署名・一括送信』からのダイレクト納付を

おこなうと、複数の税目および、複数顧問先のダイレクト納付が同時おこなえます。 

（１）準備 

自動ダイレクト納付をおこなう顧問先を選択します。 

①［Ｆ３：自動ダイレクト設定］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【【国税】自動ダイレクト設定】の「自動ダイレクト送信する」で、自動ダイレクト納付をおこな

う顧問先を選択（）し、［Ｆ１２：終了］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③【【国税】一括署名・一括送信】に戻ります。 

「自動ダイレクト」で“設定済を表示”を選択すると、≪署名・送信対象一覧≫に【【国税】自動

ダイレクト設定】で選択した顧問先の税目（手続き）が表示されますので、確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自動ダイレクト」 
・“設定済を表示” 

【【国税】自動ダイレクト設
定】で「自動ダイレクト送信
する」を選択（✓）している
顧問先の税目（手続き）が表
示されます。 

・“未設定を表示” 
【【国税】自動ダイレクト設
定】】で「自動ダイレクト送
信する」を選択していない顧
問先の税目（手続き）が表示
されます。 
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（２）自動ダイレクト納付の指示（操作） 

電子申告データ送信と一緒に、ダイレクト納付（自動ダイレクト納付）をおこないます。 

①「自動ダイレクト」で“設定済を表示”を選択します。 

自動ダイレクト納付をおこなう税目（手続き）を選択し、［Ｆ９：送信］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②送信する税目を選択 

 

 

②【国税庁 受付システムへのログイン】が表示された場合は、会計事務所の利用者識別番号でログ

インしてください。 
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③「自動ダイレクト」の“自動ダイレクト設定に基づき選択した手続きをまとめて自動ダイレクト

送信する。”を選択（✓）し、［ＯＫ］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

 

④メッセージが表示されます。内容を確認し、［はい］を選択します。 

［はい］を選択すると、電子申告データの送信とダイレクト納付の手続きがおこなえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤送信後、【メッセージボックス】に受信通知が届きます。（Ｐ．２２ 参照） 

※エラーとなった手続きがある場合は、エラーメッセージが表示されます。（Ｐ．２８ 参照） 

 

『一括署名・一括送信』か
らのダイレクト納付をおこ
なう場合は、表示されませ
ん。引落口座を登録してい
るか等の確認は、④で［は
い］を選択した後に、おこ
ないます。 
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● エラーとなった手続きがある場合は、以下のようなエラーメッセージが表示されます。 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーとなっている顧問先、エラー
内容を確認してください。 

 注意  
エラーメッセージに表示されている顧問先の手続きは、ダイレクト納付だけでなく、電子申告

データの送信もおこなわれていません。 

エラーとなっている顧問先、エラー内容を確認してください。 

ダイレクト納付をおこなう口座の設定をおこなっていない場合は、設定してから、再度、『一

括署名・一括送信』からのダイレクト納付をおこなってください。（Ｐ．１７参照） 

 


